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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第60期

第１四半期
累計期間

第61期
第１四半期
累計期間

第60期

会計期間

自2023年
３月１日
至2023年
５月31日

自2024年
３月１日
至2024年
５月31日

自2023年
３月１日
至2024年
２月29日

売上高 （百万円） 1,189 1,190 5,343

経常利益 （百万円） 61 54 137

四半期（当期）純利益 （百万円） 45 80 71

持分法を適用した場合の投資利益 （百万円） － － －

資本金 （百万円） 647 647 647

発行済株式総数 （千株） 4,691 4,691 4,691

純資産額 （百万円） 4,600 4,617 4,553

総資産額 （百万円） 8,342 9,158 9,148

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 9.80 17.96 15.27

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益 （円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 10.00

自己資本比率 （％） 55.1 50.4 49.8

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりま

せん。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

　なお、当第１四半期会計期間より報告セグメントを「電線事業」の単一セグメントに変更しております。詳細は、

「第４　経理の状況　１　四半期財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期累計期間において、新たに事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1)経営成績の状況

　当第１四半期累計期間における我が国経済は、個人消費の持ち直しや、インバウンド需要の回復などから穏やか

な回復傾向がみられた一方、ロシアによるウクライナ侵攻の長期化、中東地域の地政学的リスクなどの不安定な海

外情勢の継続や円安を背景とした原材料等の物価上昇による企業利益圧迫など、依然として不透明な状況が続いて

おります。

　このような状況のもと、当社といたしましては、６１期経営方針として“挑戦！”を掲げ、既存の方法にとらわ

れず、多方面で工夫・業務改善に取り組み、お客様のニーズにあった製品開発・販売に注力し、販路拡大・増収増

益に努めてまいりました。

　電線事業につきましては、依然として材料価格の高騰や材料入荷面で懸念事項は続いていますが、当社の強みで

ある短納期対応等で、需要が多くなっているプラント案件や計装ケーブルの受注については好調となっておりま

す。一方、建設関係の問い合わせは減少傾向にあり、従来在庫製品は苦戦を強いられております。

　この結果、当社の経営成績につきましては、当第１四半期累計期間の売上高は1,190,203千円（前年同四半期比

0.0％増）、営業利益42,990千円（前年同四半期比17.5％減）、経常利益54,814千円(前年同四半期比11.3％減）、

四半期純利益80,983千円（前年同四半期比76.3％増）となりました。

　なお、当第１四半期会計期間より、「電線事業」の単一セグメントに変更したため、セグメント別の記載を省略

しております。詳細は、「第４　経理の状況 １ 四半期財務諸表　注記事項 (セグメント情報等)」に記載のとお

りであります。

 

(2)財政状態の状況

（資産の部）

　当第１四半期会計期間末の総資産残高は9,158,698千円となり、前事業年度末に比べ10,153千円増加いたしまし

た。その主な要因は、現金及び預金の増加97,369千円、売上債権の減少304,027千円、商品及び製品の増加109,510

千円、仕掛品の増加50,941千円、投資その他の資産のその他の増加70,891千円等によるものであります。

（負債の部）

　当第１四半期会計期間末の負債残高は4,541,597千円となり、前事業年度末に比べ53,186千円減少いたしまし

た。その主な要因は、仕入債務の減少135,903千円、借入金の増加50,027千円等によるものであります。

（純資産の部）

　当第１四半期会計期間末の純資産残高は4,617,101千円となり、前事業年度末に比べ63,340千円増加いたしまし

た。その主な要因は、四半期純利益の計上80,983千円、剰余金の配当45,082千円、その他有価証券評価差額金の増

加27,439千円等によるものであります。

 

(3)優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第１四半期累計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はあり

ません。

 

(4)研究開発活動

　当第１四半期累計期間における該当事項はありません。

　なお、前事業年度の有価証券報告書に記載のトータルソリューション事業における「AI画像処理システム」「高

精度予知保全センシングシステム」「無線通信ネットワークソリューション」研究開発活動は、事業縮小に伴う見

直しのため終了いたしました。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

EDINET提出書類

ＪＭＡＣＳ株式会社(E01348)

四半期報告書

 3/15



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 12,000,000

計 12,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2024年５月31日）

提出日現在発行数（株）
（2024年７月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,691,555 4,691,555
東京証券取引所

（スタンダード市場）

単元株式数

100株

計 4,691,555 4,691,555 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2024年３月１日～

2024年５月31日
－ 4,691,555 － 647,785 － 637,785

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（2024年２月29日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

    2024年２月29日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 183,300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 4,504,100 45,041 －

単元未満株式 普通株式 4,155 － －

発行済株式総数  4,691,555 － －

総株主の議決権  － 45,041 －

　（注）　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が23株含まれております。

②【自己株式等】

    2024年２月29日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

ＪＭＡＣＳ株式会社
兵庫県加東市森尾１２７

番１
183,300 － 183,300 3.91

計 － 183,300 － 183,300 3.91

（注）当第１四半期会計期間末現在の所有株式数は183,324株であります。

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（2024年３月１日から2024年５

月31日まで）及び第１四半期累計期間（2024年３月１日から2024年５月31日まで）に係る四半期財務諸表について、

監査法人やまぶきによる四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

（2024年２月29日）
当第１四半期会計期間
（2024年５月31日）

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 644,225 741,594

受取手形、売掛金及び契約資産 1,777,384 1,624,710

電子記録債権 575,049 423,696

商品及び製品 378,141 487,652

仕掛品 261,673 312,614

原材料及び貯蔵品 603,776 581,349

その他 162,273 186,814

貸倒引当金 △358 △311

流動資産合計 4,402,165 4,358,120

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 2,249,062 2,238,496

土地 414,770 414,770

その他（純額） 262,826 258,113

有形固定資産合計 2,926,658 2,911,379

無形固定資産 17,141 16,136

投資その他の資産   

投資不動産（純額） 1,574,742 1,574,334

その他 227,837 298,728

投資その他の資産合計 1,802,579 1,873,062

固定資産合計 4,746,380 4,800,578

資産合計 9,148,545 9,158,698
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  （単位：千円）

 
前事業年度

（2024年２月29日）
当第１四半期会計期間
（2024年５月31日）

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 370,194 341,600

電子記録債務 761,001 653,692

短期借入金 900,000 900,000

１年内返済予定の長期借入金 161,972 180,176

賞与引当金 20,673 39,585

その他 125,379 145,411

流動負債合計 2,339,221 2,260,465

固定負債   

長期借入金 1,961,175 1,992,998

退職給付引当金 64,494 59,757

役員退職慰労引当金 146,816 146,816

その他 83,076 81,559

固定負債合計 2,255,562 2,281,131

負債合計 4,594,784 4,541,597

純資産の部   

株主資本   

資本金 647,785 647,785

資本剰余金 644,838 644,838

利益剰余金 3,264,874 3,300,775

自己株式 △94,130 △94,131

株主資本合計 4,463,367 4,499,268

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 90,393 117,833

評価・換算差額等合計 90,393 117,833

純資産合計 4,553,761 4,617,101

負債純資産合計 9,148,545 9,158,698
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（２）【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期累計期間
（自　2023年３月１日
至　2023年５月31日）

当第１四半期累計期間
（自　2024年３月１日
至　2024年５月31日）

売上高 1,189,795 1,190,203

売上原価 895,565 892,705

売上総利益 294,229 297,498

販売費及び一般管理費 242,120 254,507

営業利益 52,108 42,990

営業外収益   

受取賃貸料 16,854 16,990

その他 781 1,028

営業外収益合計 17,635 18,018

営業外費用   

支払利息 3,549 3,887

為替差損 2,104 －

賃貸収入原価 2,315 2,307

その他 － 0

営業外費用合計 7,970 6,195

経常利益 61,773 54,814

税引前四半期純利益 61,773 54,814

法人税、住民税及び事業税 13,225 13,083

法人税等調整額 2,603 △39,252

法人税等合計 15,828 △26,168

四半期純利益 45,944 80,983
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【注記事項】

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計

期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自 2023年３月１日
至 2023年５月31日）

当第１四半期累計期間
（自 2024年３月１日
至 2024年５月31日）

減価償却費 29,482千円 35,301千円

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　2023年３月１日　至　2023年５月31日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年５月26日

定時株主総会
普通株式 46,859 10 2023年２月28日 2023年５月29日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　2024年３月１日　至　2024年５月31日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年５月29日

定時株主総会
普通株式 45,082 10 2024年２月29日 2024年５月30日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　2023年３月１日　至　2023年５月31日）

「Ⅱ 当第１四半期累計期間（報告セグメントの変更等に関する事項）」に記載のとおりであります。

 

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　2024年３月１日　至　2024年５月31日）

当社は「電線事業」の単一のセグメントであるため、記載を省略しております。

 

（報告セグメントの変更等に関する事項）

当社は、従来「電線事業」「トータルソリューション事業」の２事業を報告セグメントとしておりましたが、当

第１四半期会計期間より「電線事業」の単一セグメントに変更しております。

この変更は、「トータルソリューション事業」を前事業年度に縮小したことにより、「電線事業」の単一セグメ

ントとして開示することが、当社の経営実態をより適切に反映するものと判断したためであります。

この変更により前第１四半期累計期間及び当第１四半期累計期間のセグメント情報の記載を省略しております。

 

 

 

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

当社は電線事業の単一セグメントであり、顧客との契約から生じる収益を分解した情報は以下のとおりであり

ます。

なお、従来、顧客との契約から生じる収益を分解した情報を「防災用ケーブル」「通信用ケーブル等」「計

装・制御用ケーブル等」「高機能産業製品等」「その他」の５つに区分しておりましたが、「（セグメント情報

等） セグメント情報（報告セグメントの変更等に関する事項）」に記載した単一セグメントへの変更に伴い、当

第１四半期会計期間より「防災用ケーブル」「通信用ケーブル等」「計装・制御用ケーブル等」「その他」の４

つの区分に変更しております。この変更に伴い、前第１四半期累計期間の顧客との契約から生じる収益を分解し

た情報も変更後の区分で記載しております。

（単位：千円）

 
前第１四半期累計期間
（自　2023年３月１日

   至　2023年５月31日）

当第１四半期累計期間
（自　2024年３月１日

   至　2024年５月31日）

防災用ケーブル 219,784 267,536

通信用ケーブル等 187,717 191,285

計装・制御用ケーブル等 604,526 609,394

その他 177,767 121,988

顧客との契約から生じる収益 1,189,795 1,190,203

その他の収益 － －

外部顧客への売上高 1,189,795 1,190,203
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自　2023年３月１日
至　2023年５月31日）

当第１四半期累計期間
（自　2024年３月１日
至　2024年５月31日）

　１株当たり四半期純利益 ９円80銭 17円96銭

（算定上の基礎）   

　四半期純利益（千円） 45,944 80,983

　普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 45,944 80,983

　普通株式の期中平均株式数（株） 4,685,984 4,508,231

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

（譲渡制限付株式報酬としての自己株式の処分）

当社は、2024年６月19日開催の取締役会において、次の通り譲渡制限付株式報酬としての自己株式の処分を行う

ことについて決議し、2024年７月18日に以下のとおり払込手続きが完了予定です。

 

処分の概要

（１）払込期日 2024年７月18日

（２）処分する株式の種類及び数 当社普通株式　17,574株

（３）処分価額 １株につき569円

（４）処分価額の総額 9,999,606円

（５）処分予定先

当社の取締役（社外取締役及び監査等委員である取

締役を除く。）

２名　17,574株

 

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2024年７月12日

ＪＭＡＣＳ株式会社

取締役会　御中

 

監査法人やまぶき

大阪事務所

 

 
指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 平野　泰久

 

 
指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 高田　雄介

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＪＭＡＣＳ株式

会社の2024年３月１日から2025年２月28日までの第61期事業年度の第１四半期会計期間（2024年３月１日から2024年５月

31日まで）及び第１四半期累計期間（2024年３月１日から2024年５月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半

期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ＪＭＡＣＳ株式会社の2024年５月31日現在の財政状態及び同日をもって終了す

る第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかっ

た。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」に

記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人

としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断してい

る。

 

四半期財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切である

かどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関する

事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結

論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期

財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切でない場合

は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、四半期レ

ビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなく

なる可能性がある。

・　四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に

準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表の表

示、構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認

められないかどうかを評価する。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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